
                                  

                                  

 

農
業
大
学
校
園
芸
教
室 

受
講
生
募
集 

 

「
花
の
作
り
方
」「
野
菜
の
作
り
方
」
を

通
し
て
、
農
業
を
学
ぶ
公
開
講
座
を
実
施

し
ま
す
。 

▼
期
間
／
18
年
４
月
〜
９
月
（
６
回
） 

▼
募
集
人
数
／ 

・
花
き
コ
ー
ス 

30
名 

・
野
菜
コ
ー
ス 

30
名 

▼
受
講
料
／
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代
・

材
料
代
な
ど
実
費
経
費
と
し
て
３
，
０
０

０
円
程
度
必
要
） 

▼
応
募
期
限
／
４
月
17
日
（
月
） 

▼
応
募
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
、
封
書
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏

名
④
電
話
番
号
⑤
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
の

上
、
農
業
大
学
校
研
修
部
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
先
／
〒
９
９
６-

０
０
５
２ 

新
庄
市
大
字
角
沢
１
３
６
６ 

山
形
県
立

農
業
大
学
校
研
修
部 

☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
22
）
８
７
９
４ 

    

日
本
画
講
座
作
品
展
開
催 

昨
年
１
０
月
か
ら
３
月
末
ま
で
日
本
画
講 

                              

                             

募

集 
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版 

№２０１ 

平成18年 

４月14日号 

☆記 念 日☆ 
☆……の日 

 あああああ 

 

  

お

知

ら

せ 

山交バス時刻変更について 

 平成18年４月１日よりになっています。 

土日祝日運休
県立新庄病院～鳥越～舟形線（平日） 

元旦運休

県立病院前 新庄駅前 舟形十字路 舟形十字路 二 ツ屋 県立病院前

運 賃 １５０円 ４８０円 運 賃 ２１０円 ４８０円

１３：４３ １３：４５ １４：０５ ７：２５ ７：３０ ７：４８ 

１５：２８ １５：３０ １５：５０    

 

土日祝日運休
新庄駅～角沢～堀内線（平日） 

元旦運休

県立病院前 富  田 洲  崎 洲  崎 新庄東高 県立病院前

運 賃 ５８０円 ６６０円 運 賃 ５２０円 ６６０円

１４：００ １４：２８ １４：３２ ８：２５ ８：４４ ８：５７ 

◆問い合わせ先／山交バス新庄営業所☎（２２）２０４０ 

        舟形町役場振興課☎（３２）２１１１（内線２７） 

平成１８年軽自動車税の減免について 

 平成１８年５月１日は、軽自動車税の納期となってい

ます。 

 次の場合は、納期限の７日前（４月２４日）までに申

請する事により、軽自動車税が減免されます。 

 

＜減免要件＞ 

 上肢不自由１級、２級、下肢不自由１級～６級など一

定範囲の身体障害者等が所有する軽自動車で、本人

が運転する場合、又は、同居する家族の方が身体障害

者等のために運転する場合など。 

 

（注意）県税の自動車税で減免を受ける場合は、併せて

減免できませんのでご注意ください。 

 

 詳しくは、役場町民課 税務国保班 まで 

     ３２－２１１１（内線５４） 

最上地方では残雪の下の柔らかい新芽を「ヒロコ」

と呼び、欠かせない春の味覚です。 

旬の食材：アサツキ 



 
座
を
受
講
さ
れ
た
方
々
の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。 

▼
期
間
／
平
成
１
８
年
４
月
１
７
日（
月
）

〜
３
０
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

▼
問
い
合
わ
せ
／
ま
ち
づ
く
り
課
東
部
班

（
舟
形
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
） 

▼ 

電
話
／
（
33
）
２
５
５
６ 

『
南
十
字
星
』
待
望
の 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

▼
日
時
／
４
月
18
日
（
火
）
午
後
２
時
〜 

▼
会
場
／
新
庄
市
南
本
町
柴
田
牛
肉
店
隣 

▼
そ
の
他
／ 

・
ご
来
店
プ
レ
ゼ
ン
ト
先
着
50
名
様
に
本

ち
り
め
ん
の
京
小
物
贈
呈 

・
オ
ー
プ
ン
企
画
、
舟
形
町
光
生
園
の
利

用
者
に
よ
る
作
品
展
開
催
。
お
菓
子
や
野

菜
な
ど
多
数
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
最
上
地
域
障
害
者
施
設

等
ふ
れ
あ
い
交
流
協
議
会
事
務
局 

☎
（
29
）
４
６
８
２ 

無
料
交
通
事
故
相
談 

 

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

▼
相
談
日
／
月
曜
日
〜
金
曜
日(

土
日
祝 

祭
日
を
除
く) 

 

午
前
９
時
〜
12
時
・
午
後
１
時
〜
５
時 

▼
弁
護
士
相
談
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日 

午
後
１
〜
４
時(

予
約
制) 

▼
場
所
／
山
形
市
香
澄
町
３-

１-

７ 

朝
日
生
命
ビ
ル 

▼
電
話
番
号
／
山
形
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
（
633
）
０
５
８
９ 

18
年
度
前
期
危
険
物
取
扱
者

試
験
実
施
の
ご
案
内 

▼
試
験
日
／ 

第
１
回 

６
月
10
日
（
土
） 

第
２
回 

６
月
24
日
（
土
） 

▼
試
験
の
種
類
／
危
険
物
取
扱
者 

甲
種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種 

▼
試
験
地
／ 

第
１
回 

山
形
市
、
米
沢
市
、
酒
田
市
、

新
庄
市 

第
２
回 

鶴
岡
市
、寒
河
江
市
、長
井
市
、

東
根
市 

▼
願
書
受
付
期
間
／ 

第
１
回 

４
月
17
日
（
月
）
〜
26
日
（
水
） 

第
２
回 

５
月
８
日
（
月
）
〜
17
日
（
水
） 

▼
願
書
提
出
先
／
〒
９
９
０-
０
０
２
５ 

山
形
市
あ
こ
や
町
３-

15-
40 

田
代
ビ
ル
２
Ｆ(

財)

消
防
試
験
セ
ン
タ
ー

山
形
県
支
部 

▼
願
書
配
置
場
所
／
最
上
広
域
消
防
本
部
、

中
央
消
防
署
、
分
署 

▼
問
い
合
わ
せ
／
最
上
広
域
消
防
本
部 

予
防
課
内 

最
上
地
区
危
険
物
安
全
協
会

事
務
局
☎
（
22
）
７
５
２
１ 

 

山
形
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ

ー
開
設 

▼
日
時
／
月
〜
金
曜
日 

午
後
２
時
〜
午

後
８
時 

土
曜
日 

午
後
１
時
〜
午
後
６
時 

但
し
、
５
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

▼
電
話
／
０
１
２
０
（
001
）
１
１
９ 

▼
料
金
／
無
料 

第
５
回
最
上
川
水
系
流
域
圏

等
位
委
員
会
最
上
地
区
小
委

員
会
の
傍
聴
の
ご
案
内 

▼
日
時
／
平
成
１
８
年
４
月
２
５
日（
火
）

１
３
：
３
０
〜 

▼
場
所
／
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

め
り
あ
」 

▼
問
い
合
わ
せ
／
山
形
県
最
上
総
合
支
庁

建
設
部
河
川
砂
防
課 

▼
電
話
／
（
28
）
７
７
５
８ 

▼
そ
の
他
／
定
員
５
０
名 

建
退
共
制
度
に
つ
い
て 

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々

の
た
め
に
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。 

▼
加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業
者 

▼
対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設
業
の
現
場

で
働
く
人 

▼
掛
金
／
日
額
３
１
０
円 

▼
特
長
／ 

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
込

み
手
続
き
は
簡
単
で
す 

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す 

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す 

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税

法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す 

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す 

▼
電
話
／
０
２
３
（
632
）
８
３
６
４ 

                                  

                                

山形県ふるさとの川アダプト事業参加団体募集 
 事業概要  

この事業は県が管理する河川等の一部区域を地域のボランティア団体や企業などが清掃美化活動等を行うものです。地

域共有の公共財産である河川環境をより身近で良好なものにすることが目的です。 

 

 活動内容  

☆河川の一部区域内の清掃 

☆草刈り、除草 

☆花の植栽、プランターや花壇の管理 

 

 県の支援内容  

☆活動団体等に対し必要経費の一部を助成。 

☆活動団体名を記載した看板の設置 

☆その他必要と認められる事項 

 

 問い合わせ  

最上総合支庁河川砂防課 

TEL：０２３３－２２－１１１１(内線５３７) 

●参加条件  

河川環境美化について意欲のある団体や企業 

上記の活動を行っていただける団体や企業 

●参加いただくには 

 県へ申請し、認定を受ける必要があります。 

２年目以降も継続申込書の提出が必要です。 

「アダプト」とは？ 

英語で「養子縁組」の意味です。ボランティア団体が「里親」にな

り、河川を「養子」とみなして育てていくことを意味しています。 



 

 

１８年度の「山形ふるさとＣＭ大賞」 

出品作品は、町民のみなさまからアイ 

ディア等を広く応募し、一緒に作品を 

制作していきたいと考えています。 

舟形町に対する愛情のこもった、 

いつまでも心に残るようなアイディア 

や作品をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたのアイディアがテレビに流れる日も近い!! 

【募 集 内 容】・アイディア・絵コンテ・完成作品など 

オリジナルのアイディアで、舟形町をアピールした内容 

【作 品 秒 数】３０秒 

【応 募 数】１団体(個人)１作品 

【応 募 資 格】団体、個人、年齢問わず、どなたでも結構です。 

【審 査】応募作品の中から厳正な審査により１作品を決定。 

【応 募 〆 切】５月１２日（金） 

【応 募 方 法】電話・メール・手紙などなんでも結構です。 

まずは気軽にお問い合わせ下さい。 

【問い合わせ先】役場 まちづくり課  八鍬幸仁 

ＴＥＬ：0233-32-2111（内線 39）ＦＡＸ：0233-32-2117 

アドレス：kikakupr@town.funagata.yamagata.jp 

 

※ 制作する上で注意して頂かなければならない事項が多少ありますので、ご連絡

頂いた方へは、山形テレビの制作要項「制作に関する注意点」をお送りいたし

ます。 

例：著作権音楽の使用について、禁止用語・禁止表現について 



平成１８年度健康診断計画について 

①　人間ドック 場所　最上検診センター

回数 検診月日 曜日 対象
1 4月17日 月 女 ４０歳 ５０歳 還暦
2 4月25日 火 男 ４０歳 ５０歳 還暦
3 5月12日 金 女 内山 長沢２ 長沢３
4 5月20日 土 男 野 幅 長尾 内山
5 5月30日 火 女 長沢１ 大平
6 6月6日 火 女 経壇原 一の関 舟形２
7 6月14日 水 男 舟形１ 紫山
8 6月21日 水 男 経壇原 大平 一の関 舟形１ 舟形２
9 6月29日 木 男 舟形３ 紫山 向山
10 7月13日 木 男 沖の原 西堀 木友
11 7月19日 水 女 舟形３ 沖の原
12 7月26日 水 男 舟形４ 小松 長者原
13 7月31日 月 女 舟形４ 沖の原
14 8月10日 木 女 太折 西堀
15 8月19日 土 男 太折 福寿野
16 8月21日 月 女 木友 小松 福寿野
17 8月24日 木 男 福寿野 富田１ 富田２ 馬形
18 9月6日 水 男 瀬脇 堀内 実栗屋
19 9月20日 水 女 長者原 馬形
20 9月27日 水 男 洲崎 横山 真木野 新堀 西又
21 10月4日 水 女 富田１ 富田２
22 10月27日 金 女 堀内 州崎
23 11月4日 土 男
24 11月16日 木 女 実栗屋 横山 真木野 新堀 西又
25 12月18日 月 女
26 1月12日 金 混合

対象地区名

未受診者整理
未受診者整理

未受診者整理

②　節目ドック

対象 料　金
50歳 無　料 ・呼吸器検診

(昭和31年度生） 　(胸部レントゲン)

40歳 男性 ・基本検診（循環器）

(昭和40年度生） 　3,400円 ・胃がん検診

還 暦 女性 ・大腸がん検診

(昭和20年度生）   5,000円 ・子宮・乳がん検診

場所　最上検診センター

検診項目

☆腹部超音波エコー

※50歳男性は、前立腺
がん検診もセット

③地域検診（基本検診等）

月　日 曜日
舟形地区
（1.2.3.4以外）

④乳がん・子宮がん検診

月　日 曜日

4 7月20日

5 8月1日

場　　所 対象地区

1 4月27日 木 保健センター

月 保健センター 舟形1.2.3.4

3 6月8日 木 生涯学習センター 長沢地区

2 5月22日

木 富長地区農村環境改善センター

火 堀内地区農村環境改善センター

1 6月14日 水

未受診者整理保健センター

対　象　地　区

場所　最上検診センター

6 10月24日 火

3 10月3日 火

2 7月31日 月

長沢地区・大平
一の関・舟形1.2.4
上記以外の舟形地区
小松
富長地区
堀内地区  

＜問い合わせ先＞ 

役場町民課健康班 

TEL：３２－２１１１(内線１６･１９) 



町の財政が厳しい状況にある中で、福寿野地区の整備促進を行い、農業集落

排水事業会計の安定した経営を図るには、汚水資本費に係る償還金（借入金の返済）

は引き続き、一般会計からの繰入をお願いしなければなりません。

一般会計の財源を圧迫させないためには、（一般会計ですべき町民サービスに影響

を与えないため。）経営運営の自主努力により、人員の削減と維持管理費の縮

減を図り、経営の効率化に努め、幾らかでも一般会計繰入金を軽減する必要が

あります。

そこで、経営改善を図る手段として、業務体制の見直しと事務事業の見直し
を実施したことにより、使用料を公共下水道使用料に改定し、一元化を図ることで、事

務事業の効率化（

）と使用者の公平化、汚水処理にかかる経費
（事務経費及び人件費）の節減になり、経営の安定化に繋がる抜本的な対策と

なります。

今回は、このような背景に基づき、使用料の一元化と公平化を図ることを主旨として

改定するものです。ご理解くださるよう、よろしくお願いいたします。

農業集落排水処理施設を管理運営するには、維持管理（汚泥処分費や運転かかる電気料、

専門業者からの保守点検業務委託料など）にかかる費用と処理施設を建設するために借

入れた起債の償還にあてる費用（汚水資本費＝元金＋利息）が経費となります。これらの経

費は、使用者の皆様が納入している使用料で賄うことが原則とされております。

町では平成４年度から供用を開始し、水洗化率を高めるため近隣市町村の動向を見な

がら維持管理費に見合う分を使用者から負担していただいております。しかし、現状は

使用者が負担すべき費用（汚水資本費)を一般会計からの繰入金で負担しているため、

一般会計に多額の負担をお願いしているのが現状です。

汚水処理費129,306千円

維持管理費

28,329千円

汚水資本費（償還金）
100,977千円

（元金54,863千円・利子46,114千円）

使用料
24,916千円

一般会計
繰入金
67,479千円

財源内訳 財源内訳

消費税の
還付金
897千円

H15年度
繰越金
2,516千円

消費税の
還付金
3,000千円

資本費
平準化債
30,500千円



改訂後の使用料の納入は、平成１７年度の冬季使用料精算後の５月

分使用料（６月末に引落しされます。）から納入していただきます。よって、

４月分までの使用料は、旧料金の積算で納入していただくことになります。

その方法は、次のスケジュールとなります。

１． ４月分（５月６日に引落し）は、改正前の使用料金で積算されるため、

例年のとおり組合長さん方より、世帯人数の確認を行っていただきま

す。

世帯員で住民票を移動しないで、長期に渡り町外で暮らす方が入

れば、減免申請を提出してもらいます。（４月２０日まで取りまとめ、

上下水道班へ提出）

２． 同時に井戸水及び山水等を使用し、処理施設に汚水を排水してい

る世帯は、別紙の様式により、専用、併用に区分し、届出書を提出し

ていただきます。（４月２０日まで取りまとめ、上上下水道班へ提出）

３． ５月分から水道使用料と同じ口座から引落しとなります。もし、別々

の口座であれば、変更手続が必要となります。

水道料金引き落しの口座を優先とします。その業務は、町が直接各

使用者へ通知し確認をします。（４月２８日まで通知します。）

基本料（１０㎥まで） １，４００円

従量料金11 ㎥～ １４０円／㎥

専 用 ６㎥

併 用 ３㎥

（基本料＋超過料金）×1.05 井戸使用の場合（１人につき）

水道水と井戸水を併用する世帯の場合

（水道使用量が8㎥・４人世帯の場合）

積算式例

（4人×3㎥）＋8㎥ ＝20㎥

（20㎥－10㎥）＝10㎥

1,400円＋（10㎥×140円）×1.05＝2,940円

井戸水を実際の使用量に応じて、使用料を

積算したい場合は、メータ器を設置すること

ができます。積算方法は、水道使用量積算

となります。

水道水を下水（汚水）以外に使用して

いる場合は、新たにﾒｰﾀｰ器を設置する

ことにより、使用料を減算することがで

きます。

ただし、ﾒｰﾀｰ器の設置料は、個人負

担となります。

お問い合わせ先：振興課上下水道班 ℡３２－２１１１（内線３５・３６）
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